
小林市議会小林市議会小林市議会小林市議会「「「「市民市民市民市民とのとのとのとの意見交換会意見交換会意見交換会意見交換会」」」」地区別意見交換会地区別意見交換会地区別意見交換会地区別意見交換会【【【【報告書報告書報告書報告書】】】】    

議員名 担当 
開催地区 南小校区 

◎杉元 豊人 司会進行 

参加人数 ２７人  森田 哲朗 活動報告（総務文教） 

開 催 日 平成２６年５月２２日（木）  深草 哲郎 活動報告（経済産業） 

開催時間 午後７時～午後８時４５分  鎌田 豊数 活動報告（市民厚生） 

会  場 慈敬園 ホール  記録・報告書作成 

そ の 他  

担

当

班 

 下沖 篤史 音響・資料準備 

                       ◎班代表者 

意見交換会の内容      □市民の意見 ■議員の意見 

テーマ① にぎわいのある中心市街地への取り組み 

【意見交換の概要】 

□ 市街地は、だんだん衰退していく。もはや中心市街地は必要ない。分散しても良い

のでは。 

□ 京町２日市にならって、「五日町イベント」や「六月灯イベント」をやったらどうか。 

□ イベントだけでは厳しい。商店街に事業所がどれだけあるか、各商店にどれだけ従

業員がいるか。各商店が力をつけ、販売力をつける努力をすべき。 

□ 今年、夏祭りをやめた。夏祭りの費用を災害時の避難訓練に活用する。今、子供達

の顔が見えない。若者の参加する機会、学習の機会が少ない。子供の時に避難訓練や

ごみ収集を教える。 

□ 市の基礎となるデータ、現状が分かる資料があると議論が深まる。 

□ 駅周辺開発プランは、計画の段階で住民の意見を聞くべき。私達が意見を言っても、

どこまで反映されるのか。 

■ 一般質問や委員会審査を通して、地域の意見をより強く伝えていきます。また、テ

ーマに対する基礎データや現状が分かる資料については、次回の意見交換会にむけて

改善できるよう協議します。 

【行政の主な取組】 

 小林駅周辺整備事業費 平成 26 年度当初予算 約 2 億 8,411 万円 

  平成 26 年度から平成 28 年度までの３ヶ年事業。今年度は駅前広場、観光・地域交

流センター、交番の測量設計、小林駅舎取壊工事、ＪＲバス駅前駐車場及び駅舎の土

地購入を実施する。小林駅南北自由通路の開設はＪＲ九州に工事を委託する。 

  経済産業委員会では３月議会において、関係各課の連携や新設される中心市街地活

性化協議会とも十分協議を行い、事業を進めてほしいとの意見を伝えています。 

 中心市街地活性化推進事業費 平成 26 年度当初予算 約 1,434 万円 

  総合的な「まちづくり」のあり方を、行政、市民、商工業者など協働により再検証

し、商店街や人の流れを考えたソフト面、駅周辺整備、看護専門学校の誘致、新庁舎

建築等のハード面の両面から全てを盛り込んだ「まちづくり計画」＝「中心市街地活

性化計画」を策定する。 

様式１ 



テーマ② ごみ収集業務への取り組み 

【意見交換の概要】 

□ ごみ収集業務は、ＮＰＯ法人に委託業務になってから経費削減や住民サービス向上

につながっているのか。データで示してほしい。 

■ ごみ収集運搬等業務は平成 25 年度から委託しています。９月定例会において平成 25

年度決算について審査いたします。ごみ収集については、市民からいろいろな意見が

出されていますので、今後、委員会等を通して慎重に審査し、議会としても議論を深

めていきます。 

【行政の主な取組】 

 ごみ収集運搬事業費 平成 26 年度当初予算 約 1 億 7,375 万円 

  ごみ収集運搬等業務は平成 25 年度から平成 27 年度まで委託契約しています。  

自由意見自由意見自由意見自由意見のののの交換交換交換交換    

□ 議会独自でまちづくりをもっと議論していくべき。 

□ 人口減少問題については、特別委員会を立ち上げて検討してはどうか。 

□ 九州一安心安全は、何をもって言っているのか。途中で車が通れない、消防車が通

れないなど慈敬園周辺の道路行政はなっていないと思う。 

□ まちづくり基本条例について不安視する意見があり、小林の基本条例についての説

明をしてほしい。 

■ 自由意見については、全議員で情報を共有し、今後、一般質問や委員会審査の中に

活かしてまいります。 

□ 職員の不祥事が多い。水道料金横領、傷害事件、放火事件、また、市議の農地法違

反について、責任の取り方など対応について文書で報告してほしい。 

■ 市職員等の不祥事について、水道料金横領については、水道料金徴収を委託してい

た委託職員を業務停止及び自宅謹慎とした後、平成 23 年３月 31 日をもって委託契約

を解除するとともに、業務上横領罪で告訴（不起訴処分）しました。また、事件を未

然に防止できなかった業務上の管理監督責任を明らかにするため関係職員６名の懲戒

処分等を行いました。 

傷害事件については、去る７月 30 日に結審しました。判決は本年９月８日に言い渡

されるため、その結果を踏まえ厳正に対処することとなります。 

放火事件については、元市立病院職員が放火の事実を認めたため５月 30 日付けで懲

戒免職処分としました。また、市長については、病院開設者としての責任を明らかに

するため、本年７月分の給料を 30％減額しました。 

■ 議員の農地法違反に係る件については、政治倫理審査会を設置し、政治倫理条例に

基づき対応していきます。 

議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告へのへのへのへの意見意見意見意見 ※特になし    

 


